
全
自
交
東
京
地
連
は
、

10
月
27
日
、
新
宿
区
四

谷
区
民
ホ
ー
ル
で
第
１
２

５
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
掛
川
正
一
副
執

行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
り
、
議
長
に
春
日
輝

義
（
帝
都
）
書
記
に
木
藤

隆
照
（
京
王
）
両
名
を
を

選
出
し
、
大
内
蔵
一
也

（
京
王
）
資
格
審
査
委
員

長
よ
り
資
格
審
査
結
果
の

報
告
が
有
り
、
議
長
よ
り

大
会
成
立
宣
言
が
有
り
ま

し
た
。
続
い
て
青
木
隆
行

（
大
和
）
大
会
運
営
委
員

長
よ
り
議
事
日
程
の
提
案

が
有
り
、
会
議
が
始
ま
り

ま
し
た
。

初
め
に
主
催
者
代
表
挨

拶
で
、
見
須
一
隆
執
行
委

員
長
は
冒
頭
、
代
議
員
、

中
央
委
員
並
び
に
来
賓
に

対
し
謝
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
挨
拶
で
は
「
こ
の

一
年
コ
ロ
ナ
過
で
し
っ
か

り
と
運
動
を
し
て
頂
き
有

り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

ま
た
、
連
合
東
京
、
東
京

交
運
労
協
、
東
京
ハ
イ
タ

ク
労
働
団
体
な
ど
と
協
力

し
て
、
多
く
の
要
請
行
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
公

共
交
通
を
破
壊
す
る
も
の

は
、
公
共
交
通
会
議
な
ど

で
問
題
点
を
指
摘
し
阻
止

す
る
運
動
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
長
期
間
に
わ

た
り
拡
大
し
た
こ
と
で
、

社
会
の
動
き
が
変
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
我
々
や

事
業
者
も
大
変
な
思
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

公
共
交
通
機
関
と
し
て
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

運
賃
改
定
に
つ
い
て
は

「
今
ま
で
に
な
い
１
４
、

２
４
％
の
改
定
率
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
改
定
で
は

８
％
が
労
働
条
件
改
善
分

で
す
。
使
用
者
と
し
っ
か

り
交
渉
し
勝
ち
取
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
来
賓
挨
拶
が
あ
り
、

「
溝
上
泰
央
・
全
自
交
労

連
中
央
執
行
委
員
長
」
、

「
内
村
昌
司
・
連
合
東
京

会
長
代
行
」
、
「
高
畠
康

彦
・
東
京
交
運
労
協
副
議

長
」
、
「
西
沢
け
い
た
・

都
議
会
議
員
」
、
山
口
拓
・

都
議
会
議
員
」
、
「
東
京

共
同
法
律
事
務
所
・
五
十

嵐
潤
弁
護
士
」
、
「
西
東

京
法
律
事
務
所
・
森
井
利

和
弁
護
士
」
、
中
央
労
働

金
庫
東
京
都
本
部
・
野
中

伸
一
都
県
統
括
部
長
」
、

「
こ
く
み
ん
共
済
コ
ー
プ

東
京
推
進
本
部
・
瀧
澤
武

宏
本
部
長
」
よ
り
激
励
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
溝
上
泰
央

全
自
交
労
連
中
央
執
行
委

員
長
は
挨
拶
で
「
東
京
地

連
が
本
日
、
１
２
５
回
定

期
大
会
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
は
先
人
の
激
動
の
歴
史

を
感
じ
、
昨
年
の
統
合
で

も
連
合
東
京
な
ど
の
お
力

を
お
借
り
し
て
頂
い
た
よ

う
に
関
係
す
る
す
べ
て
の

皆
様
の
ご
支
援
が
有
り
ま

し
た
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
地
連
の

皆
様
に
は
、
ハ
イ
タ
ク
労

働
者
の
先
頭
に
た
ち
全
自

交
運
動
の
前
進
を
さ
せ
る

牽
引
役
と
し
て
と
も
に
歴

史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
」
ま
た
、

運
賃
改
定
に
触
れ
ら
れ

「
15
年
ぶ
り
の
東
京
特

別
区
・
武
三
地
区
の
運
賃

改
定
で
は
来
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
８
月
以
降
全

国
で
運
賃
改
定
の
申
請
が

１
４
地
域
で
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
賃
改
定
で

は
、
賃
金
・
労
働
条
件
改

善
に
充
て
ら
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
運

賃
改
定
を
し
て
も
す
で
に

東
京
特
別
区
・
武
三
地
区

で
は
事
業
者
が
運
賃
改
定

に
乗
じ
歩
合
給
の
引
き
下

げ
な
ど
を
提
案
し
て
い
る

こ
と
が
実
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
れ
ば
永
遠
に
ハ
イ

タ
ク
労
働
者
と
他
産
別
と

の
賃
金
格
差
は
未
来
永
劫

埋
ま
ら
ず
、
乗
務
員
不
足

は
解
消
し
ま
せ
ん
。
お
客

様
に
は
運
賃
値
上
げ
を
ご

理
解
し
て
頂
け
る
よ
う
現

場
で
は
接
客
接
遇
の
更
な

る
向
上
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

直
井
幸
男
書
記
長
は
、

新
年
度
運
動
方
針
案
を
提

起
し
ま
し
た
。

①
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
白
タ
ク

合
法
化
阻
止
、
「
交
通
の

安
全
と
労
働
を
考
え
る
市

民
会
議
」
が
、
全
国
各
地

で
開
催
す
る
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
へ
の
協
力
や
、
街

宣
伝
行
動
を
実
施
し
て
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
危
険
性

を
世
論
に
訴
え
な
が
ら
公

共
交
通
機
関
と
し
て
の
ハ

イ
タ
ク
産
業
を
、
よ
り
優

れ
た
ハ
イ
タ
ク
産
業
へ
と

導
く
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
②
適
正
化
・
活

性
化
の
推
進
、
「
改
正
タ

ク
シ
ー
適
正
化
特
別
措
置

法
」
の
も
と
、
関
東
運
輸

局
、
東
京
運
輸
支
局
、
東

京
都
、
警
視
庁
、
東
タ
ク

協
、
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
緊
密
に
情
報

交
換
し
要
求
に
向
け
た
協

議
を
進
め
ま
す
。
③
組
織

拡
大
の
推
進
運
動
の
幅
を

広
げ
、
対
外
的
に
有
利
な

展
開
を
求
め
る
た
め
に
組

織
拡
大
は
最
重
要
事
項
と

し
て
、
現
場
か
ら
の
情
報

収
集
、
街
頭
宣
伝
行
動
な

ど
、
更
に
効
果
あ
る
方
法

を
考
え
組
織
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。
④
政
策
・
制
度

要
求
の
実
現
、
東
京
ハ
イ

タ
ク
労
働
団
体
・
東
京
交

運
労
協
な
ど
で
政
策
・
制

度
要
求
を
立
案
、
要
求
を

し
て
い
ま
す
。
産
別
労
組

が
一
致
団
結
す
る
こ
と
は

要
求
実
現
に
む
け
て
有
効

な
力
と
な
り
今
後
も
発
展

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
⑤

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
へ
の
対
策
、
基
本

対
策
と
し
て
、
安
全
対
策
・

保
障
問
題
・
稼
働
調
整
・

支
援
対
策
な
ど
、
市
民
生

活
に
欠
か
せ
な
い
ハ
イ
タ

ク
産
業
存
続
の
た
め
に
、

労
働
組
合
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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運賃改定で賃金・労働条件の改善をめざそう

「安全・安心・信頼」のタクシーを地域公共交通の中心にしよう

「
運
賃
改
定
で
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
そ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

東
京
地
連
は
第
１
２
５
回
定
期
大
会
を
10
月
27
日
に
新
宿
区
四
谷
区
民
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
役
員
・
代
議
員
な
ど
約
１
８
０
人
が
参
加
し
、
新
年
度
運
動

方
針
、
予
算
な
ど
全
議
案
を
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
し
成
功
裡
に
終
了
、
新
年
度

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

主催者代表挨拶に立つ見須一隆執行委員長

新
年
度
運
動
方
針

来賓挨拶・溝上泰央中央執行委員長



全
自
交
労
連
は
、
10
月

16
日
、
17
日
の
両
日
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

掛
川
正
一
副
委
員
長
の

開
会
挨
拶
の
後
、
主
催
者

を
代
表
し
溝
上
泰
央
中
央

執
行
委
員
長
は「
コ
ロ
ナ
感

染
症
は
、
ハ
イ
タ
ク
労
働

者
を
よ
り
窮
地
に
追
い
込

ん
だ
が
、
人
流
と
と
も
に
ハ

イ
タ
ク
需
要
も
回
復
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

は
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
い
、

一
掃
の
感
染
対
策
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合
法

化
阻
止
に
つ
い
て「
コ
ロ
ナ

過
で
影
を
潜
め
て
い
た
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
導
入
勢
力
が
自

民
党
の
菅
義
偉
前
首
相
の

発
言
以
降
、
容
認
論
が
噴

出
し
て
き
た
。
ま
た
、
作
為

的
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
も
あ

る
。
神
奈
川
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
で
は
黒
岩
裕
治
知
事
が

運
行
管
理
は
タ
ク
シ
ー
会

社
に
任
せ
る
な
ど
と
し
て
、

安
全
の
担
保
を
考
え
る
も

の
と
す
る
も
の
の
、
安
全
コ

ス
ト
は
ど
こ
に
負
わ
せ
る

の
か
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

に
は
そ
う
し
た
考
え
は
全

く
な
い
。
受
益
者
負
担
に

な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
懸
念

を
示
し
ま
し
た
。
続
け
て

「
か
つ
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
解

禁
し
て
い
な
い
馬
鹿
な
国
と

い
っ
た
人
が
い
た
が
、
こ
れ

は
、
２
０
１
６
年
の
話
で
、

今
で
は
先
進
国

38
カ
国
で

禁
止
さ
れ
、
導
入
し
た
と

こ
ろ
も
問
題
が
山
積
、
司

法
裁
判
所
が
禁
止
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
米

国
、
中
国
で
は
あ
る
程
度
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
普
及
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
安
全
・
安

心
を
利
用
者
に
提
供
で
き

る
タ
ク
シ
ー
が
な
い
た
め

だ
。
全
自
交
労
連
と
し
て

は
、
地
方
創
成
を
目
的
に

し
た
経
済
対
策
の
為
で
あ
っ

て
も
、
安
全
を
脅
か
す
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
導
入
は
反
対
だ

と
す
る
公
式
声
明
を
発
出

し
た
。
」
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合

法
化
阻
止
へ
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

日
交
労
働
組
合
は
、
10

月
9
日
、
千
代
田
区
お
茶

の
水
の
全
電
通
労
働
会
館

で
第
87
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
役
員
選
挙

で
、
溝
上
泰
央
執
行
委
員

長
、
星
元
陽
副
執
行
委
員

長
、
藤
田
健
一
書
記
長
、

中
谷
文
雄
常
任
執
行
委
員

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
全
自
交
東
京
地
連
書

記
次
長
に
板
橋
支
部
・
奥

村
公
章
氏
を
送
り
だ
す
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
松
永
次
央

全
自
交
労
連
書
記
長
は
じ

め
多
く
の
方
が
駆
け
つ
け
、

各
々
の
立
場
か
ら
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。
最
後
に
溝

上
泰
央
執
行
委
員
長
の
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉

会
し
ま
し
た
。

帝
都
自
動
車
交
通
労
働

組
合
は
、
10
月
７
日
、
千

代
田
区
お
茶
の
水
の
全
電

通
労
働
会
館
で
第
88
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
、
掛
川
正
一

執
行
委
員
長
、
玉
川
禎
副

執
行
委
員
長
、
吉
田
昌
央

書
記
長
を
信
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
鈴
木
剛
生
書
記
次

長
（
竹
橋
支
部
）
が
新
任
し
、

執
行
部
は
４
人
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

掛
川
執
行
委
員
長
は
主

催
者
代
表
挨
拶
の
中
で

「
本
当
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は

必
要
な
の
か
、
地
域
公
共

交
通
を
破
壊
す
る
だ
け
で

利
用
者
の
安
全
・
安
心
が

担
保
出
来
な
く
な
る
事
は

明
白
だ
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合

法
化
阻
止
を
組
織
の
総
力

を
挙
げ
て
阻
止
し
よ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

京
王
自
動
車
労
働
組
合

は
10
月
3
日
、
八
王
子
市

の
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
八
王
子

市
芸
術
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
執
行
委
員

20
名
・
中
央
委
員

31
名
・

代
議
員

61
名
（
委
任
状
を

含
む
）
が
参
加
し
、
２
０
２

３
年
度
京
自
労
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
役
員

改
選
で
、
松
本
和
也
執
行

委
員
長
（
新
任
）
、
堀
田
貴

彦
副
執
行
委
員
長
（
再
任
）
、

大
蔵
内
一
也
（
再
任
）
、
矢

野
裕
明
常
任
執
行
委
員

（
新
任
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
き

ま
し
た
。

大
会
は
、
22
年
度
活
動

経
過
・
財
政
決
算
報
告
お

よ
び
23
年
度
運
動
方
針
・

会
計
予
算
を
審
議
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

大
和
自
交
労
組
は
9
月

27
日
、
江
東
区
の
森
下
文

化
セ
ン
タ
ー
で
第

78
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
森
合
剛
委
員
長
が
退

任
し
、
新
委
員
長
に
内
田

亨
副
委
員
長
が
就
任
し
ま

し
た
。
副
委
員
長
に
は
林

三
樹
郎･

日
比
谷
支
部
長
、

書
記
長
に
は
本
木
弘･

立

川
支
部
長
が
就
任
し
三
役

全
員
が
交
代
し
ま
し
た
。

挨
拶
し
た
内
田
新
委
員
長

は「
こ
の
体
を
大
地
に
叩
き

つ
け
る
思
い
で
大
和
自
交

労
組
の
発
展
の
た
め
に
働

く
決
意
で
い
る
。
三
役
全

員
と
他
の
中
央
委
員
も
新

任
が
多
い
の
で
、
み
ん
な
で

し
っ
か
り
と
連
携
を
取
っ
て

新
し
く
出
発
す
る
」
と
意

気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

東
洋
交
通
労
働
組
組
合

は
北
区
の
赤
羽
北
区
民
セ

ン
タ
ー
で
第
50
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
23

年
度
活
動
報
告
、
24
年
度

運
動
方
針
案
、
予
算
案
な

ど
を
確
認
し
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

役
員
改
選
で
菊
池
る
み

執
行
委
員
長
、
筒
井
守
・

副
執
行
委
員
長
、
岩
淵
マ

リ
書
記
長
を
そ
れ
ぞ
れ
信

任
し
、
執
行
委
員
だ
っ
た
河

西
純
誉
氏
が
新
た
に
書
記

次
長
に
就
き
ま
し
た
。

運
動
方
針
と
し
て
は
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
白
タ
ク
合
法
化

阻
止
を
は
じ
め
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
担
う
タ
ク
シ
ー
労

働
者
に
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
制
度
・
政
策
要

求
実
現
の
た
め
、
全
自
交

売
連
の
一
員
と
し
て
全
力

を
尽
く
し
、
賃
金
・
労
働
条

件
改
善
の
闘
い
を
重
点
に

取
り
組
む
と
し
ま
し
た

10
月
22
日
、
足
立
区
梅

田
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
年

次
定
期
大
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
来
賓
に
、
全
自
交

東
京
地
連
久
我
書
記
次
長

は
じ
め
日
交
労
の
星
副
執

行
委
員
長
、
日
交
グ
ル
ー

プ
協
議
会
事
務
局
長
で
ワ

イ
エ
ム
交
通
労
働
組
合
青

木
執
行
委
員
長
、
日
交
労

千
住
支
部
北
野
支
部
長
よ

り
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
。
大
会
は
、
２

０
２
３
年
年
度
活
動
及
び

会
計
・
会
計
監
査
報
告
、

議
事
事
項
２
０
２
４
年
年

度
運
動
方
針
案
、
会
計
予

算
案
、
年
間
開
催
行
事
案
、

執
行
部
委
員
手
当
案
が
疑

応
答
を
経
て
承
認
及
び
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

第１０５号 全 自 交 東 京 ２０２３年１２月１日

全
自
交
労
連
第
81
回
定
期
大
会
が
、
静
岡
県
静
岡
市
の
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
に
全
国
か
ら
代
議
員
・
中
央
委
員
・
役
員
・
傍
聴
な
ど
２

０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
多
く
の
来

賓
が
激
励
に
駆
け
つ
け
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

全

自

交

労

連

第

81

回

定

期

大

会

ラ

イ

ド

シ

ェ

ア

合

法

化

阻

止

地

域

公

共

交

通

は

我

々

が

守

る

全自交労連静岡大会

日
交
労
働
組
合
定
期
大
会

帝
都
労
組
定
期
大
会

京
自
労
定
期
大
会

大
和
自
交
労
組
定
期
大
会

東
洋
交
通
労
働
組
合
定
期
大
会

改
進
労
働
組
合
定
期
大
会


